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5
月
31
日
、
和
解
を
拒
否
し
た

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
メ
ー
カ
ー
に
対

す
る
神
奈
川
1
陣
の
差
戻
審
の
判

決
が
東
京
高
裁
で
言
い
渡
さ
れ
、

建
材
メ
ー
カ
ー
4
社
（
エ
ー
ア
ン

ド
エ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
、ニ
チ
ア
ス
、

エ
ム
・
エ
ム
・
ケ
イ
、
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
）
の
賠
償
責
任
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

11
時
半
頃
、
裁
判
所
か
ら
出
て

き
た
弁
護
団
か
ら
「
建
材
メ
ー
カ

ー
に
勝
訴
」
と
の
旗
が
出
さ
れ
、

高
裁
前
は
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
の

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

田
井
勝
弁
護
士
か
ら
は
「
石
綿
の

危
険
性
な
ど
に
つ
い
て
表
示
義
務

を
怠
っ
た
責
任
が
認
め
ら
れ
た
。

当
時
の
販
売
シ
ェ
ア
数
な
ど
か
ら

現
場
へ
の
建
材
の
到
達
が
推
認
で

き
る
場
合
、
メ
ー
カ
ー
は
そ
の
責

任
を
負
う
。
あ
ら
た
め
て
企
業
責

任
が
追
認
さ
れ
た
」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

場
所
を
移
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
永
田
町
で
行
な
わ
れ
た
報
告

集
会
。
統
一
本
部
と
し
て
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
川
口
敏
彦
幹
事
（
東

京
土
建
労
働
対
策
部
長
）
は
「
和

解
を
無
視
し
た
メ
ー
カ
ー
が
断
罪

さ
れ
た
。
し
か
し
ま
だ
、
無
限
ル

ー
プ
の
よ
う
な
メ
ー
カ
ー
の
再
上

告
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
全
面
解
決
に
む
け
て
支
援
を

続
け
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

弁
護
団
か
ら
は
あ
ら
た
め
て

「
勝
利
判
決
は
良
か
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
な
お
和
解
の
テ
ー
ブ
ル
に

着
き
も
し
な
い
企
業
の
姿
勢
は
社

会
問
題
だ
。上
告
さ
せ
な
い
よ
う
、

み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

政
府
は
、
健
康
保
険
証
廃
止

を
含
む
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等

一
部
改
正
法
案
」
を
6
月
2
日

の
参
議
院
本
会
議
で
採
決
し
、

法
案
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

国
会
審
議
中
も
健
康
保
険
証

の
誤
登
録
、
他
人
の
住
民
票
の

誤
発
行
や
印
鑑
登
録
証
明
書
で

の
古
い
証
明
書
の
誤
交
付
、
公

金
受
取
口
座
の
誤
登
録
に
加

え
、
他
人
の
医
療
情
報
を
誤
っ

て
開
示
す
る
な
ど
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
事
態
が
続
々
と
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次

ぐ
中
、
政
府
は
情
報
漏
洩
へ
の

リ
ス
ク
、
安
全
性
へ
の
懸
念
、

監
視
社
会
へ
の
不
安
に
対
す
る

説
明
責
任
を
全
く
果
た
し
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
保
険
証
交
付
廃

止
は
、
組
合
に
と
っ
て
も
保
険

者
機
能
や
帰
属
意
識
の
低
下
に

繋
が
り
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
政

府
は
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て

国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き

で
す
。

引
き
続

き
東
京
土

建
で
は
、

保
険
証
交

付
存
続
に

向
け
て

「
国
保
組

合
の
育
成

・
強
化
、

保
険
証
交
付
の
存
続
を
求
め
る

要
請
署
名
」（
60
万
人
署
名
）
に

取
り
組
み
ま
す
。
目
標
は
組
織

数
の
2
倍
で
す
。
多
く
の
仲
間

・
家
族
に
「
60
万
人
署
名
」
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

6
月
2
日
ア
ス
ベ
ス
ト
東
京
2

陣
第
9
回
期
日
行
動
が
、
東
京
高

裁
前
で
行
な
わ
れ
、
全
体
で
1
5

0
人
、
東
京
土
建
か
ら
は
76
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

石
川
政
彦
統
一
本
部
長
、
田
久

悟
全
建
総
連
労
働
対
策
部
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
鈴
木
剛
弁
護
士
が

報
告
。「
最
高
裁
で
屋
外
作
業
の
従

事
者
は
、
国
及
び
建
材
メ
ー
カ
ー

の
責
任
が
否
定
さ
れ
た
。
改
修
・

解
体
作
業
で
は
国
の
責
任
は

認
め
た
が
、
建
材
メ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
は
否
定
さ
れ
た
。

こ
の
課
題
を
突
破
し
て
一
日

も
早
い
解
決
を
目
指
し
て
頑

張
ろ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

原
告
団
の
吉
田
重
男
共
同

代
表
は
、
「
私
達
は
メ
ー
カ

ー
を
信
用
し
て
材
料
を
使
用

し
て
き
た
。
し
か
し
メ
ー
カ

ー
は
肺
に
疾
患
が
及
ぶ
事
が
分
か

っ
て
い
て
、
労
働
者
に
知
ら
せ
な

か
っ
た
。
そ
こ
が
許
せ
な
い
。
何

と
し
て
も
製
造
企
業
に
謝
ら
せ
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
衆
議
院
第
一
会
館
で
報

告
集
会
を
行
な
い
、
川
口
敏
彦
幹

事
が
「
判
決
が
出
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
メ
ー
カ
ー
は
相
変
わ
ら
ず
責

任
を
認
め
て
い
な
い
。
被
害
者
全

員
が
救
済
さ
れ
る
ま
で
、
今
後
も

闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

【
文
京
・
書
記
・
太
田
至
豪
通

信
員
】
6
月
3
日
、
豊
島
支
部
、

文
京
支
部
の
後
継
者
対
策
部
と
豊

島
文
京
民
商
青
年
部
の
共
催
に
よ

る「
豊
島
・
文
京
若
手
交
流
会（
ド

ロ
ー
ン
活
用
セ
ミ
ナ
ー
）
」
を
技

術
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
春
の
拡
大
月
間
で
後
継
者
・

事
業
所
結
集
の
話
題
、
ま
た
ド
ロ

ー
ン
活
用
に
よ
る
仕
事
確
保
の
取

り
組
み
と
し
て
対
話
を
広
げ
た
結

果
、当
日
は
60
人
の
仲
間
が
参
加
。

両
支
部
所
属
の
カ
レ
ッ
ジ
生
4
人

と
卒
業
生
1
人
、
ま
た
三
鷹
武
蔵

野
支
部
か
ら
10
人
、
技
術
研
修
セ

ン
タ
ー
の
渡
辺
理
事
長
、
本
部
の

土
橋
後
継
者
対
策
部
長
、
佐
藤
専

従
常
任
中
執
も
参
加
し
ま
し
た
。

府
中
国
立
支
部
所
属
の
㈱
ク
レ

ン
セ
が
運
営
す
る
ド
ロ
ー
ン
ス
ク

ー
ル
東
京
立

川
校
を
講
師

に
、
三
鷹
武

蔵
野
支
部
の

仲
間
が
設
立

し
た
Ｒ
・
Ｃ

・
ド
ロ
ー
ン

㈱
の
協
力
で

進
行
し
ま
し

た
。
ま
ず
は

操
縦
体
験
。

ド
ロ
ー
ン
か

ら
送
ら
れ
る
映
像
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
で
確
認
し
な
が
ら
、
指
示
に

合
わ
せ
て
前
後
左
右
、
上
下
に
ド

ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
ま
し
た
。
参

加
者
は
み
ん
な
、
目
を
輝
か
せ
楽

し
そ
う
に
操
縦
し
て
い
ま
し
た
。

後
半
は
、
建
設
業
で
の
活
用
事
例

や
免
許
制
度
な
ど
に
つ
い
て
学

習
。
操
縦
体
験
の
直
後
と
い
う
こ

と
で
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

最
新
情
報

は
左
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
参
照
下

さ
い
。

東
京
都
議
会
第
2
回
定
例
日
行

動
を
1
0
0
人
（
東
京
土
建
は
52

人
）
の
参
加
で
行
な
い
ま
し
た
。

東
京
地
評
の
矢
吹
義
則
議
長
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
な
い
、「
東

京
都
は
法
人
税
の
増
収
に
よ
り
莫

大
な
予
算
が
あ
る
が
、
都
の
職
員

を
6
万
人
か
ら
3
万
人
に
削
減

し
、そ
の
分
多
く
の
委
託
労
働
者
、

非
正
規
雇
用
者
が
増
え
た
。
み
ん

な
低
賃
金
と
不
安
定
雇
用
で
苦
し

ん
で
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

都
議
会
か
ら
は
大
山
と
も
子
議

員
（
共
産
）
が
あ
い
さ
つ
。
「
小

池
都
知
事
は
、
都
民
、
中
小
企
業

者
向
け
に
国
の
交
付
金
を
生
か
し

て
1
9
5
億
円
の
予
算
を
立
て
た

と
い
う
が
、
都
の
財
政
か
ら
の
予

算
計
上
は
な
く
、
全
く
足
り
て
い

な
い
。
都
の
追
加
の
予
算
計
上
が

必
要
だ
」と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
団
体
か
ら
あ
い
さ

つ
を
行
な
い
、
革
新
都
政
の
会
の

中
山
伸
事
務
局
長
は
「
次
の
都
知

事
選
で
は
私
た
ち

の
意
見
を
聞
い
て

く
れ
る
人
を
応
援

し
よ
う
」
と
の
べ

ま
し
た
。

最
後
に
東
京
土

建
の
塩
野
操
社
保

対
部
長
に
よ
る
音

頭
で
、
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行

な
い
終
了
し
ま
し

た
。

6
月
12
日
、
全
建
総
連
東
京
都

連
主
催
で
渋
谷
駅
頭
宣
伝
行
動
を

行
な
い
、
大
衆
増
税
反
対
・
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
延
期
を
訴
え
ま
し

た
。
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
4
組

合
で
26
人（
う
ち
東
京
土
建
5
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
都
連
菅
原
良
和
執
行
委
員

長
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
格
差
が
広

が
る
中
、
逆
進
性
を
持
つ
消
費
税

率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
絶
対
に

反
対
だ
。
と
も
に
頑
張
っ
て
い
こ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
か
ら
は
山
本
高
明
専

従
常
任
中
執
が
発
言
。
「
今
あ
ら

ゆ
る
商
品
が
値
上
げ
し
て
い
る
。

物
価
の
優
等
生
と
言
わ
れ
る
卵
も

値
上
げ
し
た
。
一
方
、
法
人
税
は

40
％
か
ら
23
％
に
下
が
っ
て
い

る
。
今
や
る
べ
き
事
は
、
大
企
業

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
で
も
法
人

税
を
増
税
す
る
こ
と
。
政
府
の
中

で
は
消
費
税
の
増
税
の
話
が
出
て

い
る
が
、
こ
の
動
き
を
ス
ト
ッ
プ

し
よ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
有
楽
町
マ
リ
オ
ン

前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
渋
谷
駅
で

の
訴
え
の
後
、
新
宿
駅
西
口
へ
移

動
し
、
同
様
の
宣
伝
を
行
な
い
ま

し
た
。

訴える東京都連の仲間

アスベスト

優等生「卵」も値上げ

メ
ー
カ
ー
４
社
を
断
罪

３カ所で大衆増税反対宣伝

高
裁
が
賠
償
責
任
認
め
る

一
日
も
早
い
解
決
を

全
員
が
救
済
さ
れ
る
ま
で

早期解決を訴える
吉田共同代表（左）

入廷行進する原告団

都
民
本
位
の
都
政
を

都民本位の都政にむけて

低
賃
金
、不
安
定
雇
用
な
く
せ

マ
イ
ナ
法
案
成
立
も

若手対象のドローン学習会

文
京
・
豊
島
の
共
催
で

引
き
続
き
６０
万
人
署
名
を

ド
ロ
ー
ン
活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

求

人

求

職


